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■
じめ に
リモ ー トセ ンシ ン シン グ技術の 水文学 ヘ の 応用 は言うまでもなく現時点で の重要な研究殊魔の
1つ である . しか しなが ら , 現状で十分な成果を上げてい るとは青い 難い . 地球観測衛星か ら得
られる情報を水文情報に変換するためにはOrou nd Trtlthが必要不可欠で あり , これ まで多くの検証
実験が行われ てきてい る ･ 本報文で は, 来年度打ち上げ予虎であるA D B OS(A dva n ced Earth
obs erv atio nSatellite)･ⅠⅠに搭載予定である, GLI(Globalln age r)に梼準をあわせた1) モ ー トセ ンシ ン
グ ･ 水文観潮の概要 ･ その 成果の - 部に つ い て報告する . 今圃a)観測の主な目的は以下の通りで
ある :
1-a)･ 来年度打ち上げ予定の 衛星であるA D EOS-1I G LIの検証実験として , 多バ ンド衛星 ヂ - 夕で ど
の ような地上物理量を推定で きるか検証する
1-b), これまでの衛星デ ー タ , 地上検証デ + 夕で 得られた知見 (特に植生狩榛 v s地表面フラ ツ ク
ス) が妥当で あるか を特に革の 成長初期 に注目し, 再検討を行う
1･c). 植生指揮と地表面温度の コ ン ビネ ー シ ョ ン が植物の生長に伴い どの ような変動を示し,
また, その 観測結果を水文学, 特に大気 - 陸面過程に どの ように応用で きるか検討する
1-d). 革の生長に伴う, B R D F(Bidir e ctio nal Rsflecta n c eDistributio nFu n ctio n)の モ ニ タ1)ン グ虫よび
そのモ デリン グ
2. 観測地点の概要及び観測項目
観測地点は筑波大学水理実験セ ンタ ー 熟収支 ･ 水収支観測圃場で ある . 本観測地点は半径80m
の 円形圃場で あり , 気象 (気温 ･ 運動量 フ ラ ヅ クス 等) ･ 水文 (流出量 ･ 地下水位等) 要素がル
ー チ ンで 連続観測されて い る (鳥谷ほか,1989) . 植生 はセイ タカア ワ ダチ ソ ウを中心 とするC3
植物とチ ガヤ ･ ス ス キ等のC4植物が混在する草地である (田中 , 及川 ,1998) . 本観測地点にて
以下の 観測を継続して 行 っ てい る ;
21 a). 定点観測
上向き ･ 下向き短波放射量 ･ ア ル ベ ド, 土壌水分量, PA R, 地表面温度 (放射温度計) (15分平
均値, デ ー タは毎日順 リア ルタイ ムでイ ン タ ー ネ ッ トに公開 . 詳 しくは樋口 ほか(1999)を参照)
2･b). 定期観測 (主に地上観測)
･ 草丈 , IAI, バ イ オ マ ス (基本的には 1週間に
`
1回とするが , 観測頻度は天候に依存)
･ 気孔コ ンダクタ ン ス (ポ ロ メ ー タを使用)
･ クロ ロ フィ ル 量 (SP A Dメ - ク ー 使用 , ク ロ ロ フ ィ ル 丑の換算は研究室で の実験デ ー タを使用)
･ 可視 - 近赤外反射ス ペ ク トル(水理セ ン タ ー 観測タ ワ ー 30m で 観 軌 お よび各地表面要素を観謝)
･ 中間赤外 - 熟赤外放射ス ペ クトル (水理 実験セ ンタ - 観測タ ワ ー 30m より観測予定)
･ B R D F観測 (太陽位置と平行 ･ 垂直方向に射 し1 0度間隔で測定)
2･c). 定期観測 (リモ ー トセ ンサ ー ･ 面的観測)
･ 可視近赤ス ペ ク トル ･ 地表面温度 ･ 土壌水分量 の移動観測 … , 可視域 ･ 近赤外域の反射率およ
び植生指標の 面的分布, 加えて地表面温度 ･ 土壌水分量 の マ ッ プ作成
一 SIL V A C A Mを使 っ た可視 - 近赤外の イメ ー ジ所得(水理実験セ ンタ ー 観測タワ ー 30皿 より撮影
SILVA C A Mに関して は樋口 ･ 近藤(198)を参照)
･ 熟映像の イメ ー ジ所得 (sIL V A C A Mと 同高度から撮影)
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3. 観測結果 .
図1 に可視γ 茸赤外反射ス ペ クトル の時
系列を示す ∴ 国 1 で示 されて い るデ ー タは
水理実験セ ンタ ー 観測タ ワ ー 3 0m 部分よ
り測定されたもの である . 図1より , わ ず
か半月で草地の分光反射特性が大きく変化
してい る こ とが見て とれ る . 4月15日 には
Red E dge.(可視
- 近赤外の境界波長での 反
射率の 大幅な変化) はほ とん ど見ら れない
の に対し, 4月27日にはRed E dgeが見え始
め, 5月3日にはRed E dgeお よび緑色域(450
n m付近) で の反射率の 盛り上が りが確認で
きる . 測定波長が細かい G uではこれ まで
の衛星で は辞 しく知る こ との で きなか っ た
植生の成長初期の情報が得られるこ とが こ
の 固より判別で きる .･ 図2 に定点観測で
得られた植生指標 , 可視 ･ 近赤外波長の反
射率, アル ベ ドの時系列 を示 す. ･ 図2 より
植生指棟の 時系列傾向に効い て くるの は成
長初期に関して は近赤外波長で はなく
, 光合成情動に伴う可視域の 反射率の
■
･
低下であるこ とがわ かる . 定点観測と
定期観潮デ ー タを併用 する ことで , 従
来の 観測で得られない知見が得られ る
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興味を持たれた万 札 是非 一 軍ア クセス_してい ただ きた い .
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